
2009年（平成21年）

1月1日号

No.76�

健康管理士健康学習セミナー　「家庭の食卓における母親の役割」申込書

資格番号 Ｈ- お名前

住所
〒

電話番号（平日日中の緊急連絡先） （　　　　　　　　　　）

 

多
く
の
健
康
管
理
士
の
皆
様

に
は
、
活
動
事
例
や
お
写
真
を

ご
投
稿
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と

て
も
丁
寧
に
お
答
え
頂
き
、
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 �

　
ご
投
稿
頂
き
ま
し
た
内
容
は
、

年
明
け
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

順
次
掲
載
し
て
参
り
ま
す
。�

　
今
後
も
引
き
続
き
、
健
康
管

理
士
と
し
て
の
様
々
な
活
動
の

ご
報
告
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
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http://www.healthcare.or.jp/index.html

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

活
動
事
例

Ｈ
Ｐ
掲
載

日  時：平成21年3月7日(土)13：00～16：00　
会  場：國民會館　12階大ホール�
　　　（大阪市中央区大手前2-1-2)
定  員：150名(先着順)�

受講料：健康管理士一般指導員…1,000円�
　　　　一般…1,500円�
下記いずれかの口座へ受講料をお振込下さい。�
�
　　　口座名義：特定非営利活動法人　日本成人病予防協会�
　　　・三菱東京UFJ銀行　　大伝馬町支店　普通預金　0932033�

　　・三井住友銀行　　　　浅草橋支店　　普通預金　0993611�

　　・ゆうちょ銀行　　　振替口座　　00100-0-607379�

　　
※ご本人の氏名と資格番号（数字のみ）を明記して下さい。�

　　※振込手数料はご負担頂きますようお願い致します。�
�

申込書とご入金の確認が取れ次第、受講票を発送致します。
�

＜当日のスケジュール＞

◆ご挨拶　　13：00～13：10�

◆第1部　　13：10～14：40　�
　「家庭の食卓における母親の役割」�
　　講師：萩原　暢子　先生（京都ノートルダム女子大学教授）�
�
◆第2部　　15：00～16：00�
　「健康管理士一般指導員の資格のいかし方」�
　　大阪府健康管理士会　中村　省三　氏

　
来
る
平
成
二
十
一
年
三
月
七
日(

土)

、

大
阪
市
の
國
民
會
館
に
於
い
て
、
第

十
二
回
健
康
学
習
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

致
し
ま
す
。

　
第
一
部
は
、
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

女
子
大
学
教
授
で
あ
り
、
医
学
博
士

で
も
あ
る
萩
原
暢
子
先
生
を
お
招
き

し
、「
家
庭
の
食
卓
に
お
け
る
母
親
の

役
割
」
と
題
し
、
講
演
し
て
頂
き
ま
す
。�

　
第
二
部
は
「
健
康
管
理
士
一
般
指

導
員
の
資
格
の
い
か
し
方
」
と
題
し
て
、

大
阪
府
健
康
管
理
士
会
の
中
村
省
三

氏
を
お
迎
え
し
、
運
動
指
導
な
ど
の

実
践
を
交
え
て
お
話
し
頂
き
ま
す
。 

　
一
般
の
方
の
参
加
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。
お
申
込
み

は
左
下
欄
の
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
頂
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
お
電
話
に
て
お

申
込
み
下
さ
い
。�
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萩
原
　
暢
子
先
生
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル>

　�　
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
生

活
福
祉
文
化
学
部
生
活
福
祉
文
化
学

科
教
授
。
医
学
博
士
、
母
子
保
健
法

指
定
医
、
日
本
産
婦
人
科
学
会
認
定

医
、
日
本
医
師
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
ド

ク
タ
ー
、
日
本
骨
粗
鬆
症
学
会
員
。

　
専
門
分
野
は
健
康
科
学
。
骨
粗
鬆

症
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
習
慣
病
に

つ
い
て
、
栄
養
、
適
度
の
運
動
、
生
活

環
境
な
ど
日
常
生
活
の
健
康
に
関
す

る
事
柄
か
ら
の
予
防
対
策
に
着
目
し
、

若
年
期
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
を

中
心
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
執
筆
活
動
や
、
京
都
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
主
催
の
公
開

セ
ミ
ナ
ー
等
の
講
演
活
動
な
ど
幅

広
く
活
躍
中
。

新年のご挨拶

理事長　佐野　和男

特定非営利活動法人�

　　　　　　日本成人病予防協会�

健
康
管
理
士
健
康
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　  

　「
家
庭
の
食
卓
に
お
け
る
母
親
の
役
割
」�

 

大
阪
に
て
開
催
決
定
！

第12回健康管理士一般指導員　健康学習セミナー

家庭の食卓における母親の役割

　

医
療
費
削
減
と
予
防
医
学
の
普
及
の
た
め
に

 　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
原
油
高
や
、

ア
メ
リ
カ
の
金
融
問
題
が
日
本
経

済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
落
ち
着

き
の
無
い
一
年
で
あ
っ
た
と
感
じ

ま
す
。

　�　「
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
」
資

格
の
認
定
団
体
で
も
あ
り
ま
す
特

定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
成
人
病

予
防
協
会
は
そ
の
よ
う
な
中
、
着
実

に
健
康
社
会
実
現
の
た
め
に
活
動

を
し
て
参
り
ま
し
た
。
中
央
官
庁
は

も
と
よ
り
、
地
域
や
、
企
業
、
学
校
、

家
庭
等
と
連
携
し
て
開
催
さ
れ
た
「
健

康
講
演
会
」
は
平
成
二
十
年
だ
け
で

も
二
百
回
を
超
え
、
協
会
設
立
よ
り

数
え
ま
す
と
三
千
回
を
超
え
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
六
日
に
東
京
都
庁
の

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
回

日
本
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
共
催

に
「
東
京
都
」、
後
援
に
「
内
閣
府
」「
厚

生
労
働
省
」「
文
部
科
学
省
」「
農
林

水
産
省
」
、
講
師
に
黒
川
伊
保
子
先

生
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
「
健

康
管
理
士
一
般
指
導
員
」
資
格
取
得

者
の
皆
様
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　�　
ま
た
、
昨
年
は
医
療
制
度
の
改
革

も
あ
り
、
様
々
な
企
業
様
か
ら
「
保

健
指
導
」
の
お
問
い
合
わ
せ
を
頂
き

ま
し
た
。
当
協
会
と
致
し
ま
し
て
も
、

本
年
度
よ
り
地
域
や
、
企
業
様
と
連

携
し
て
「
保
健
指
導
」
を
実
践
し
、「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
撲
滅

を
掲
げ
活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

の
撲
滅
に
は
医
師
、
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
等
の
資
格
者
だ
け
で
は
人

数
的
に
不
足
す
る
事
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、「
健
康
管
理
士
一
般
指

導
員
」
有
資
格
者
の
指
導
の
元
、
少

し
で
も
「
保
健
指
導
」
に
関
わ
る
事

が
で
き
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
、
本

年
度
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
資
格
者
の
活
動
が
、

医
療
費
の
削
減
に
役
立
ち
、
当
協
会

の
趣
旨
で
も
あ
る
「
健
康
社
会
の
実

現
」
へ
の
近
道
で
あ
る
と
確
信
致
し

て
お
り
ま
す
。

 

昨
年
度
は
「
健
康
管
理
士
一
般
指

導
員
」
資
格
に
と
り
ま
し
て
も
、
す

ば
ら
し
い
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
昨
年
の
八
月
に
「
ほ
す
ぴ
」

を
通
じ
て
、
資
格
を
活
用
さ
れ
て
い

る
方
に
体
験
談
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
四

百
を
超
え
る
活
用
事
例
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
医
療
・
福
祉
分
野
は
も

と
よ
り
、
地
域
や
企
業
で
活
躍
さ
れ

た
り
、
学
校
で
食
育
活
動
を
さ
れ
て

い
た
り
、
そ
の
他
様
々
な
分
野
で
活

躍
す
る
資
格
取
得
者
の
お
声
を
拝

見
し
、
十
六
年
間
の
地
道
な
活
動
が

報
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。�

　
全
て
は
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
皆
様
に
ご

紹
介
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
「
健
康
管
理
士

一
般
指
導
員
」
資
格
取
得
者
の
皆
様

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　�　
本
年
度
は
資
格
取
得
者
の
増
加

は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
質
の
高
い
教

育
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
職
員
一

同
精
一
杯
努
力
を
致
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
及
び
ご
協

力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

<食育セミナーの様子＞

<保健指導の様子＞

　
　
　「
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
」
が

 

　

今
で
き
る
事
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第76号　　　健康管理士ニュース　　　平成21年1・2月号 (2)

全
国
健
康
管
理
士
寄
稿
順不同
敬称略

健
康
管
理
士
会
よ
り

＜健康管理士の崎山さんの講義の様子＞

＜イベントの様子＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
東
京
都
文
京
区
と
協
働
で
実
施
し
て

き
ま
し
た
、「
健
康
ま
ち
づ
く
り
活
動
支

援
講
習
会
」
が
三
回
全
て
終
了
し
、
出

席
者
に
は
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

食
生
活
や
運
動
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な

ど
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
方
々
は
メ
モ

を
取
る
な
ど
真
剣
に
講
師
の
話
に
耳
を

傾
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々

が
こ
の
講
習
会
で
身
に
付
け
た
知
識
を

活
か
し
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
活
性

化
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。
他
の
自
治

体
様
で
の
ご
要
望
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
下

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
去
る
十
一
月
七
日
（
金
）
、
八
日
（
土
）
、

九
日
（
日
）
に
赤
坂
サ
カ
ス
の
サ
カ
ス
広

場
に
於
い
て
、「
元
気
！
２
０
０
８
」
が
開

催
さ
れ
、
当
協
会
も
参
加
団
体
と
し
て
健

康
管
理
士
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
服
部
幸
應
先
生
の
講
演

や
血
管
年
齢
測
定
な
ど
、
テ
ー
マ
で
あ
る

「
食
」
、「
運
動
」
、「
禁
煙
」
に
関
し
て
、
実

際
に
触
れ
た
り
挑
戦
し
て
、
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
去
る
十
一
月
十
四
日
（
金
）、

十
五
日
（
土
）
に
板
橋
区
立
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、「
い
た
ば
し

健
康
ネ
ッ
ト
博
～
笑
っ
て
食
べ
て

健
康
ア
ッ
プ
～
」
が
開
催
さ
れ
、
健

康
管
理
士
東
京
Ｏ
Ｐ
会
と
当
協
会

が
参
加
致
し
ま
し
た
。「
い
た
ば
し

健
康
ネ
ッ
ト
博
」
は
、
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
よ
り
多
く
の

板
橋
区
民
の
方
が
、
楽
し
く
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
お
手
伝
い
を

し
た
い
と
計
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
当
日
は
百
十
二
も
の
団
体
が
参
加
し
、

当
協
会
の
ブ
ー
ス
に
は
二
日
間
で
約
三

百
名
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
健
康
管

理
士
東
京
Ｏ
Ｐ
会
は
脳
の
衰
え
を
調
べ

る
出
し
物
を
、
当
協
会
は
資
格
の
紹
介
や

食
育
活
動
の
説
明
、
か
ら
だ
の
パ
ズ
ル
、

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
コ
マ
な
ど
の

展
示
を
行
い
、
多
く
の
方
に
興
味
を
持
っ

て
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

第3回食育セミナー「食の安心が健康をつくる」

好評のうち終了致しました！

★
★
★
★
★

参
加
し
ま
し
た

★元気
！
２
０
０
８

い
た
ば
し
健
康
ネ
ッ
ト
博

　去る10月26日（日）東京都庁に於いて、当協会主催の第3回食育セミナー「食の安心が健康
をつくる」を開催致しました。当日は小雨の中大変多くの方にお越し頂き、おかげ様で大盛況
のうちに終える事ができました。
　第1部では株式会社感性リサーチ代表取締役の黒川伊保子先生をお迎えし、「生活と食のリズ
ムを見直そう」をテーマに講演して頂きました。「語感の正体、発音体感」についてのお話や、
「しあわせ脳」を育てるための「早寝・早起き・朝ごはん・読書」の大切さを、体験を交えつつ
分かりやすく講演して頂き、身近で興味深いお話に笑いがおこり、終始和やかな雰囲気でした。
　第2部の参加型パネルディスカッションでは、伊佐寛氏、芝山均氏、伊藤陽子氏の3名のパネ
ラーに、「考えよう　食の安全性」というテーマでお話し
て頂きました。伊佐氏には賞味期限と消費期限の違いなど
を分かりやすく解説して頂き、芝山氏には外食産業で取り
組んでいる事などをお話して頂き、伊藤氏には参加者と同
じ目線で経験談などをお話して頂きました。 
　開演前や終了後、多くの方が展示コーナーに足を運んで
下さり、食育コーナーではクイズに挑戦されたり、資格紹
介コーナーではテキストやほすぴを読んだり、質問されて
いる方も多く見受けられました。ご来場頂いた皆様、どう
もありがとうございました。来年も開催を予定しており
ますので、多くの方のご参加をお待ちしております。

好
評
の
う
ち
に
終
了
！！

「
健
康
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
講
習
会
」

＜いたばし健康ネット博の様子＞

�����

▼
愛
知
県
健
康
管
理
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
月
の
月
例
会
で
は
、
当
会
会
員
で

臨
床
検
査
技
師
の
坂
部
恵
美
子
氏
に
「
血

液
の
話
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
病
院
で
の
臨
床
検
査

技
師
と
し
て
の
経
験
や
、
企
業
の
検
診

受
診
者
へ
の
相
談
や
助
言
業
務
な
ど
の

経
験
を
ふ
ま
え
て
、
血
液
検
査
項
目
の

検
査
方
法
や
検
診
結
果
の
見
方
な
ど
を

解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。�

　
ご
自
分
の
検
診
デ
ー
タ
を
持
参
さ
れ

た
方
は
、
個
々
の
デ
ー
タ
の
説
明
を
受

け
ら
れ
て
、
普
段
医
療
機
関
で
は
な
か

な
か
詳
し
く
聞
き
に
く
い
事
柄
な
ど
も
、

よ
く
納
得
で
き
た
と
大
変
好
評
で
し
た
。

（
愛
知
県
健
康
管
理
士
会
　
渡
辺
　
美
佐
子
）

▼
宮
崎
県
健
康
管
理
士
会

　
去
る
八
月
二
十
三
日
（
土
）
、
小
中
学

生
を
持
つ
保
護
者
向
け
に
、
食
育
と
病

気
の
原
因
と
予
防
に
つ
い
て
の
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
講
演
は
奥
様
を
脳

卒
中
で
亡
く
さ
れ
た
男
性
か
ら
、
病
気

の
原
因
、
悪
か
っ
た
点
な
ど
に
つ
い
て

話
し
て
欲
し
い
と
当
会
に
強
い
要
請
が

あ
っ
た
為
、
急
遽
企
画
致
し
ま
し
た
。
　

　
そ
の
講
演
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
た

の
は
、
若
い
父
母
が
亡
く
な
る
ケ
ー
ス

が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
脳
卒
中

を
始
め
と
す
る
循
環
器
系
の
病
気
に
つ

い
て
、
ま
た
大
き
な
三
本
柱
と
し
て
、

病
気
の
原
因
、
悪
か
っ
た
点
の
原
因
説

明
、
今
後
の
対
策
と
予
防
を
詳
し
く
お

話
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
話
の
最
後
に
、

小
さ
い
頃
か
ら
の
食
生
活
が
非
常
に
大

切
で
あ
る
と
、
食
育
に
関
し
て
も
触
れ

ま
し
た
。
大
盛
況
の
後
に
終
わ
り
、
次

回
開
催
の
要
請
も
受
け
ま
し
た
。

（
宮
崎
県
健
康
管
理
士
会
代
表
　
湯
浅
　
広
行
）�

�

▼
岡
山
県
健
康
管
理
士
会

　
岡
山
県
健
康
管
理
士
会
で
は
、
去
る

十
月
十
二
日
（
日
）
後
楽
園
に
て
、「
癒

し
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ニ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
園
内
散
策

の
後
、「
廉
池
軒
」
に
腰
を
据
え
お
弁
当

を
頂
き
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
ま

さ
に
至
福
の
癒
し
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
。
体

脂
肪
な
ど
の
測
定
と
健
康
相
談
も
併
せ

て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
傍
ら
で
は
岡
山

県
健
康
管
理
士
会
の
歌
を
披
露
し
、
続

い
て
童
謡
ラ
イ
ブ
。
歌
声
は
園
内
に
響

き
渡
り
、
観
光
客
の
皆
様
も
一
緒
に
口

ず
さ
む
程
で
し
た
。

　
ま
た
、
藤
井
政
美
氏
を
ゲ
ス
ト
に
お

招
き
し
、
後
楽
園
の
様
子
を
撮
影
し
た

写
真
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、

俳
句
や
短
歌
に
気
持
ち
を
込
め
て
楽
し

ま
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。�

 ������������　
参
加
さ
れ
た
方
は
、
全
員
声
を
揃
え
「
楽

し
か
っ
た
～
」
の
一
言
。
ス
タ
ッ
フ
の
得

意
分
野
を
フ
ル
に
生
か
し
、
健
康
管
理

士
の
役
割
の
大
切
さ
も
実
感
で
き
る
、

楽
し
く
て
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
せ
た

事
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
一
人

一
人
が
笑
顔
で
い
ら
れ
た
事
が
、
テ
ー

マ
通
り
の
素
晴
ら
し
い
企
画
と
な
っ
た

事
を
、
感
謝
を
込
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

（
岡
山
県
健
康
管
理
士
会
　
事
務
局
）

▼
西
東
京
健
康
管
理
士
会

　
私
が
所
属
の
ニ
シ
ケ
ン
会
は
、
発
足

し
て
九
年
目
、
毎
年
秋
に
恒
例
の
一
泊

研
修
旅
行
を
実
施
し
て
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。
今
年
の
秋
は
去
る
十
月
二
十

五
日
（
土
）
、
奥
多
摩
湖
畔
の
宿
に
て
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

酒
と
共
に
夜
半
ま
で
健
康
談
義
に
花
を

咲
か
せ
、
大
い
に
会
員
間
の
交
流
が
図

れ
ま
し
た
。
翌
日
は
午
前
中
に
半
日
の

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
足
も
鍛

え
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。�

　
来
年
は
十
年
目
、
更
な
る
発
展
を
目
指

し
、
会
員
間
の
交
流
そ
し
て
実
力
ア
ッ
プ

を
目
指
し
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

（
西
東
京
健
康
管
理
士
会
　
鈴
木
　
敏
和
）

▼
健
康
管
理
士
東
京
Ｏ
Ｐ
会

　
健
康
管
理
士
東
京
Ｏ
Ｐ
会
と
し
て
、「
い

た
ば
し
健
康
ネ
ッ
ト
博
」
に
参
加
し
ま

し
た
。「
パ
ズ
ル
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
脳

の
衰
え
を
調
べ
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

簡
単
計
算
、
小
豆
つ
か
み
取
り
、
手
遊
び

を
し
ま
し
た
。
来
場
者
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
に
し
、
日
本
成
人
病
予
防
協
会
の
パ

ネ
ル
や
資
料
を
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
お
陰
様
で
沢
山
あ
る
ブ
ー
ス
の
中

で
一
番
盛
況
！！
健
康
情
報
を
楽
し
く
伝

達
し
て
い
く
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら
、

新
宿
御
苑
前
の
オ
フ
ィ
ス
で
勉
強
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
一
月
は
Ｏ
Ｐ
会

発
足
一
周
年
を
記
念
し
て
温
泉
に
行
く

予
定
で
す
。
一
緒
に
学
び
、
活
動
で
き

る
方
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
健
康
管
理
士
東
京
Ｏ
Ｐ
会
　
村
田
　
淑
恵
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-

３
０
４
１-

７
１
５
４

E-mail  y4-patora-murata@docomo.ne.jp

                             

▼
兵
庫
県
健
康
管
理
士
会

《
第
三
回
健
康
管
理
士
フ
ォ
ー
ラ
ム�

　
～
健
康
管
理
士
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
～
》

　「
健
康
管
理
士
ら
し
さ
っ
て
何
？
」「
ど

う
し
た
ら
も
っ
と
健
康
管
理
士
を
活
か

せ
る
の
？
」
日
頃
感
じ
て
い
る
事
、
成

功
事
例
、
活
用
事
例
な
ど
情
報
を
共
有

し
て
、
じ
っ
く
り
考
え
ま
せ
ん
か
？�

日
時
：
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日
（
日
）

　
　
　
午
後
一
時
～
午
後
四
時

場
所
：
西
宮
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

西
宮
市
高
松
町
二
十-

二
十
）

　
　
阪
急
西
宮
北
口
駅
南
東
口
か
ら
東
に
徒
歩
五
分�

第
一
部
　
基
調
講
演�

�

　
「
健
康
管
理
士
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
探
ろ
う
！
」

    

　
日
本
成
人
病
予
防
協
会
　
鈴
木
　
清
英

第
二
部�

参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム�

　「
私
た
ち
は
健
康
管
理
士
！�

    

　
み
ん
な
で
、
一
緒
に
考
え
よ
う
！
」

参
加
費
：
千
円
／
定
員
：
八
十
名
（
先
着
順
）

締
切
り
：
一
月
十
六
日
（
金
）
必
着

申
込
方
法
：
氏
名
、
資
格
番
号
、
住
所
、
Ｔ

Ｅ
Ｌ
／
メ
ー
ル
を
明
記
の
上
、
左
記
の
宛

先
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。（
電
話
不
可
）

〒
６
６
２-

０
８
６
８ 
西
宮
市
中
屋
町
７-

６-

２
０
５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
兵
庫
県
健
康
管
理
士
会
事
務
局

E-mail

　hyogo@healthcare.or.jp

Ｆ
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　（
兵
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県
健
康
管
理
士
会
事
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局
）
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▼
青
森
県
健
康
管
理
士
会

　
去
る
十
月
十
九
日
（
日
）
に
勉
強
会

を
兼
ね
、
栄
養
学
を
テ
ー
マ
に
発
表
と

討
論
会
を
行
い
、
そ
し
て
十
一
月
十
六

日
（
日
）
に
例
会
を
開
き
、
一
般
の
方
の

聴
講
も
あ
り
ま
し
た
。
兼
田
顧
問
が
講

師
を
担
当
し
、
免
疫
学
を
テ
ー
マ
に
勉

強
会
を
開
き
ま
し
た
。
青
森
県
健
康
管

理
士
会
で
は
会
員
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

（
青
森
県
健
康
管
理
士
会
　
上
山
　
一
郎
）

▼
神
奈
川
県
健
康
管
理
士
会

　
神
奈
川
県
健
康
管
理
士
会
で
は
一
月

十
八
日
（
日
）
、
会
員
の
山
田
好
男
氏
が

「
身
体
の
信
号
（
未
病
の
サ
イ
ン
）」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
す
。
当
会
は
県
内

に
支
部
を
作
り
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
神
奈
川
県

近
郊
の
方
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。
な
お
、

当
会
で
は
食
育
や
認
知
症
に
関
す
る
サ

ポ
ー
ト
も
考
え
て
お
り
、
他
の
サ
ー
ク

ル
な
ど
と
も
リ
ン
ク
し
て
活
動
し
て
行

き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
神
奈
川
県
健
康
管
理
士
会
　
斎
藤
　
正
弘
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
６-

２
４
１-

１
８
９
９�

E-mail kanagawa@healthcare.or.jp

明和学園短期大学（生活学科/栄養専攻・こども学専攻）
　栄養士の資格を持った上で、さらにそれを活かせる資格を取得する事で就職や仕事に役立
ち、健康に関する社会のニーズが深まる中で、今後活躍の場が多くなる可能性を考えました。
そして指定校になる事で、通常の授業の中で無理なく資格が取得できる点が魅力でした。
　授業の中にテキストの内容を盛り込んで、関連性を持たせるように指導しています。それ以外
の内容については、外部から薬剤師などの専門家を招いて、最新の知識を得られるに集中講義を
設定しています。食と健康の問題や生活習慣病との関係が、より具体的に指導できるようになり
ました。また学生達の資格への関心が高まり、卒業と同時に健康管理士の資格が取得できる事が
大きなメリットだと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森先生）

　　

　　　　　　　　　　　　　

健康管理士養成指定校紹介第　　回●2

　本学科は「人の健康を食と栄養の面から支える事のできる人間性豊かな栄養士の育成」を目
指し、教養を磨き専門的知識や技能を習得すべく、日々努力を重ねています。健康管理士は健
康管理について総合的に学ぶ事ができ、本学科の教育目的の達成に最適なコースです。栄養士
資格とともに健康管理士資格を取得した学生は、人の健康を守るという観点から大いなる活躍
が期待されます。このため本学科では、指定校制度の導入を図りました。
　教育目標に沿ってカリキュラムが決められており、資格取得希望の学生には、卒業必修科目
や栄養士資格に必要な科目に加え、「健康管理概論」などを必修科目においています。健康管
理士コースを学ぶ事により、栄養を中心に健康についてトータルな知識や技能を高める事が　
　　　　　　　　出来るようになりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川先生）

昭和学院短期大学（ヘルスケア栄養学科）
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「
活
動
の
現
場
」

健
康
管
理
士
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山
　
か
お
り
さ
ん
　(

福
岡
県)

1979年は
　　　    麻生総理が政界入りを果たした年

頭の体操「チャレンジ★ザ★クロスワード」

　はがきに答えを書いて1月30日(金)までに「健康管理士ニュース」係宛にお送り下さい。正
解者の中から抽選で3名様に、フランスの海水から抽出したミネラルとバラエキスを配合し
た入浴剤「デトックソルト入浴料（アロマローズの香り）」をプレゼント致します。奮ってご
応募下さい。尚、前回の答えは「キビダンゴ」でした。抽選の結果、兵庫県の江見眞佐子さん、
岡山県の三宅美子さん、熊本県の井上梨紗さんが当選されました。おめでとうございます！

＜編集後記＞
　暖房で温められた室内は空気が乾燥しがちになります。加湿器をつけたり室内
に洗濯物を干すなどして、湿度を50～70％に保ち風邪を予防しましょう。�
　本年はいかがでしたでしょうか？来年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 編 集 部 ）   

　2008年9月、第92代内閣総理大臣に就任した麻生太
郎氏。衆議院議員総選挙に出馬し、初当選を果たし政
界入りした年は、一体どんな年だったのでしょうか。�

<ニュース>

●東名日本坂トンネル事故
●ＫＤＤ事件発覚

東京サミット開催・ウォークマン発売・江川卓投手巨人入団
ＷＨＯが天然痘根絶宣言・東京国際女子マラソンが始まる

こんな年でした

1979年

カタカナで回答し、２重枠の文字を組み合わせて単語を完成させて
下さい。

＜よこのカギ＞

１．ポジティブ⇔○○○○○  　

２．物事などが、調和がとれていて穏やかなこと。みんなニコニコしている様子。

３．悪性新生物。

４．「せいぜいそんな程度だろう」と決めてかかったり、見くびること。「○○をくくる」

５．父・母の兄弟。

６．カラオケで歌うときに使います。

７．有酸素運動といえば、水泳、ウォーキング、○○○○○。

８．めったにないこと、まれにあること。

９．心臓は血液を全身に送り出す「○○○」のような働きをしています。

�

＜たてのカギ＞

① 恐怖心が生ずること「○○○づく」。

② 年始のハガキのごあいさつ。

③ 耐え忍ぶこと。

④ 秋の空が澄み渡って高く晴れ、秋の好時節を表わす言葉「○○高く馬肥ゆ」。

⑤ 一日歩いた歩数を数えてくれるもの「○○○計」。

⑥ 動物などが多く集まって群れをなしているもの。

⑦ 京都・奈良といえば「神社○○○○」。

気をつけよう

季 節 の病 気

　主婦湿疹とは、主に炊事や洗濯などの水仕事を繰り返
し行うことで、手指が荒れてできる湿疹の事です。「手湿
疹」や「進行性指掌角皮症」とも呼ばれます。毎日家事
で洗剤や石鹸を使うために、皮膚の表面にある脂分や水
分が奪われて角質層が壊され、外的刺激や刺激物の侵入
などで起こる病気です。�
　進行には個人差がありますが、一般的に人さし指など
よく使う指先から発症する事が多く、次第に手のひら全
体に広がっていきます。最初のうちはカサつきやかぶれ
といった症状がみられ、ひどくなると出血や痛みを伴い
ます。手以外には症状が見られない事が特徴です。

①洗剤や石鹸を使う家事の量や水仕事の時間が多い人
    水を扱う時間が長ければ長いほどリスクは高くなります。水仕事の後濡れた手をそのまま�
  にし、ハンドクリームなどで保湿しない人も要注意です。

②アトピー素因のある人
　　アトピー素因のある人は、主婦湿疹になりやすいといわれており、家族にアトピーを持つ
　人がいる場合も注意が必要です。アトピー性皮膚炎だけでなく、ぜんそくや花粉症なども当
　てはまります。

　�

●手肌が水に触れないよう、手袋を二重にはめましょう。
●皿洗いは浸け置き洗いで、脂汚れを浮かしてから洗いましょう。
●手で洗うお湯の温度をなるべく低くしましょう。
●脂っぽい料理は炎症が治まるまでは避けましょう。�
●生活を改善し、体の抵抗力を高めましょう。
●炊事後は必ず保湿剤やハンドクリームを塗って、脂分を補いましょう。
●市販品や食器洗浄器などを上手に利用して、刺激物に触れないようにしましょう。

主婦湿疹とは？

　原因は？

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
福
岡
県
に

在
住
の
中
山
か
お
り
さ
ん
。
医
療
秘
書

や
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
経
て
、

健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
、
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
し
て
二
つ
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
生
活
改
善
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
就
労
相
談
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
講
師
と
し
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア

カ
デ
ミ
ー
を
は
じ
め
、
地
域
や
団
体
に

向
け
て
多
く
の
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
現
在
、

九
州
心
理
相
談
員
会
理
事
、
福
岡
応
急

手
当
普
及
の
会
副
代
表
も
さ
れ
て
お
り
、

福
岡
県
健
康
管
理
士
会
の
初
代
会
長

と
し
て
も
多
く
の
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。�

 

健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
の
資
格
を

取
得
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
　�

　
資
格
取
得
当
時
は
、
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
で
顧
客
へ
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
ま
し
た
。
日
々
の
仕
事
の
中

で
、
正
し
い
知
識
や
情
報
を
得
て
、
さ

ら
に
常
に
新
し
い
も
の
へ
と
更
新
し

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
、
そ
れ
を
実
現

で
き
る
資
格
と
し
て
選
び
ま
し
た
。

　
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
の
資
格

を
取
得
さ
れ
て
、
ご
自
身
の
活
動
に
役

立
っ
た
点
は
ど
の
よ
う
な
事
で
す
か
？�

　
ま
た
、
お
仕
事
に
資
格
を
ど
の
よ
う

に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

�

　
部
分
的
な
病
気
だ
け
で
な
く
、
全
身

に
も
気
を
配
っ
て
い
く
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
点
で
す
。
そ
の
方
の
主

訴
で
あ
る
心
身
の
悩
み
を
伺
い
な
が

ら
も
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
く
る
心
身

の
変
化
を
把
握
し
、
運
動
や
食
生
活
に

至
る
ま
で
、
幅
広
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
出

来
る
事
が
、
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員

で
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
上
で
、

気
を
つ
け
て
い
る
点
や
難
し
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。

　�　
人
そ
れ
ぞ
れ
の
「
治
す
力
」「
生
き

る
力
」
を
信
じ
て
、
伸
ば
し
て
い
け
る

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
そ
の
人
の
今
ま
で
し
て
き
た
、
あ

る
い
は
信
じ
て
い
る
治
療
法
を
否
定

せ
ず
、
そ
こ
に
新
し
い
考
え
方
や
知

識
を
プ
ラ
ス
し
て
い
け
る
よ
う
に
と

考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
東
洋
医
学

や
健
康
食
品
な
ど
、
色
々
な
健
康
法

を
そ
の
方
に
合
わ
せ
て
提
案
し
て
い

け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
古
い
知
識
に
固
執
せ
ず
、

常
に
自
己
研
鑚
を
積
み
、
新
し
い
情
報

を
取
り
入
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
研
修

会
や
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。「
ほ

す
ぴ
」
も
健
康
に
関
す
る
新
し
い
知
識

を
学
ぶ
の
に
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
心
の
病
気
で
は
、
他
者
の
話
を
歪

め
て
捉
え
る
こ
と
が
多
く
、
真
意
が

上
手
く
伝
わ
ら
な
い
事
が
あ
る
の
で
、

慎
重
に
言
葉
を
選
び
な
が
ら
、
反
応

を
確
認
し
な
が
ら
、
話
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
が

一
番
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
多
く

の
患
者
さ
ん
と
お
話
さ
れ
て
い
る
中
で
、

心
や
健
康
に
関
し
て
特
に
問
題
だ
と

思
う
の
は
ど
の
よ
う
な
事
で
し
ょ
う
か
？

　�　
一
部
の
情
報
だ
け
を
鵜
呑
み
に
し

て
、
そ
こ
に
固
執
し
て
し
ま
う
事
で
す
。

ま
た
、
心
の
悩
み
が
身
体
疾
患
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
へ

の
認
識
の
低
さ
か
ら
、
思
い
込
み
や

偏
見
が
強
く
、
自
分
を
守
る
行
動
を

起
こ
す
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
社
会
の
中
で
、

健
康
は
守
り
、
育
む
必
要
が
あ
る
事

に
気
付
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
病
気
で
も
、
病
態
へ

の
正
し
い
理
解
と
周
囲
か
ら
の
共
感

的
理
解
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
大

き
く
影
響
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
そ

の
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
方
は

非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
講
師
と
し
て
活
動
す
る
き
っ
か
け

は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？
ま
た
、
活
動

し
て
い
て
感
じ
た
事
を
教
え
て
下
さ
い
。

　�
 

あ
る
専
門
学
校
か
ら
、「
ス
ト
レ
ス

疾
患
に
つ
い
て
」
の
授
業
を
行
っ
て
欲

し
い
と
依
頼
さ
れ
た
事
が
始
ま
り
で
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
心
と
体
の
つ

な
が
り
を
伝
え
、「
知
る
」「
学
ぶ
」「
実

践
す
る
」
こ
と
で
、
優
し
い
健
康
の
輪

が
広
が
る
よ
う
に
と
思
い
ま
し
た
。�

　
現
在
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
で

の
授
業
、
地
域
や
団
体
に
向
け
て
行
っ

て
い
る
講
演
で
は
、
調
べ
れ
ば
分
か
る

事
よ
り
も
、
実
際
の
臨
床
事
例
を
多
く

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
受
講
生
が
笑
う

事
も
泣
く
事
も
普
通
の
光
景
で
す
。
懸

命
に
メ
モ
を
取
る
方
、
ひ
た
す
ら
こ
ち

ら
を
見
つ
め
て
い
る
方
と
色
々
で
す
が
、

帰
る
時
に
は
穏
や
か
な
表
情
に
な
っ

て
い
る
の
が
印
象
的
で
す
。

　
講
師
と
し
て
活
動
し
て
い
く
上
で
、

こ
れ
は
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
基
礎
知
識

や
心
構
え
、
ま
た
こ
れ
か
ら
活
動
さ
れ

る
方
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　�　
講
演
で
は
思
わ
ぬ
質
問
を
受
け
る

事
が
あ
る
の
で
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
な

ど
、
掘
り
下
げ
て
準
備
し
て
お
く
事
は

も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
。
し
か
し
、
デ
ー

タ
の
羅
列
や
新
聞
記
事
の
コ
ピ
ー
ば

か
り
に
な
っ
て
は
、
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
や
は
り
、
話
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り

も
、
生
の
話
（
臨
床
）
に
こ
そ
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
そ
し
て
、
人
に

伝
え
る
事
、
教
え
る
事
に
よ
っ
て
、
自

ら
も
学
ぶ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
私
の
場
合
は
繊
細
な
内
容
を

扱
っ
て
い
る
た
め
、
受
講
生
の
琴
線
に

ふ
れ
る
事
が
あ
り
、
言
い
回
し
な
ど
に

は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

深
刻
に
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
で
き

る
だ
け
明
る
く
楽
し
く
し
て
い
ま
す
。�

 

対
象
者
に
よ
っ
て
内
容
を
変
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
声
の
大
き
さ
、
ス
ピ
ー

ド
、
音
調
、
話
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
合
わ

せ
て
話
す
事
に
心
が
け
て
み
ら
れ
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　�　
健
康
管
理
士
一
般
指
導
員
と
し
て

今
後
は
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
？

　
思
い
込
み
や
偏
見
を
無
く
す
た
め

に
も
、
積
極
的
な
講
演
活
動
を
行
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多

く
の
方
に
メ
ン
タ
ル
面
も
含
め
た
健

康
管
理
の
重
要
性
を
伝
え
、
健
康
管
理

士
一
般
指
導
員
と
し
て
の
後
輩
の
育

成
も
進
め
て
い
ま
す
。

�

　
実
際
に
体
験
さ
れ
た
事
例
を
取
り

入
れ
る
事
で
、
身
近
で
分
か
り
や
す
い

授
業
が
で
き
る
の
で
す
ね
。
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
や
講
演
を
通
じ
て
、
多
く
の
方

に
心
と
身
体
の
健
康
の
重
要
性
を
伝

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
山
さ
ん
。
さ
ら

な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　�中山
さ
ん
へ
の
講
演
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
ご
依
頼
は
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�

★
「
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
こ
こ
ろ
」�

　
こ
こ
ろ
が
ホ
ッ
と
温
か
く
な
れ
る
講
演
を

致
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
。�

参
加
費
：
千
円
／
申
込
締
切
：
一
月
二
十
二
日
（
木
）

●
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
四
日
（
土
）
　
午
後
六
時
～

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
北
九
州
校
　
　�

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
３-

５
１
１-

８
９
７
７
（
担
当
・
吉
本
）

●
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日
（
日
）
　
午
後
五
時
～�

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
福
岡
校
　
　
　

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
２-

７
２
１-

９
６
６
１
（
担
当
・
笠
井
）�

<教育委員会での講演の様子>

★　そ こ で！予 防!　★

<クリニックでの中山さん>　

1-2月

～ 主 婦 湿 疹（ 手 湿 疹 ） ～

　★ヒント★

　最も多い原因物質は水、石鹸、洗剤ですが、食材なども刺激になります。空気が乾燥する秋か
ら冬にかけて悪化することが多く、温かいお湯による食器洗いも悪化の原因となります。また、
金属など手で触れるものに対するアレルギー反応によって皮膚炎ができている場合もあります。

　こんな人は要注意！

　医学
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